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はじめに

本書は指導者に、学校、クラブチーム、市、国でフロアボールを始めることをサポートす
るためのものである。
チームあるいは、組織を作る際の始め方、人と関わる方法、問題を解決する方法を教え
る助言を与えるものである。
スポーツのための最も良い環境を作るためのガイドラインとして役に立つでしょう。

本書はAnniina Paavilainen, Emily Koh, Merita Bruun and John Liljelund によって作ら
れ、Merita Bruun と John Lilijelund が編集した。

私たちは、本書制作にあたり実例と励ましを下さった全ての人、特にイラストだけでなく
異なったフィールドでの経験と具体的な情報をくださった協会会員に感謝したい。
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なぜフロアボールが選ばれるのか？

今フロアボールは世界中で人気のあるスポーツである。競
技人口とチーム数は毎年増え続けていて、その明るい進展
は止める兆しが見えない。
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ゲームの目的はボールを相手チームのゴールに
いれて得点を競うことである。選手の技術に応じ
て作戦を決める。
世界大会で活躍するエリートレベルでは、技能と
戦術的な技術がより高くなってきている。

フロアボールが人気である背景の１つは、始めや
すいこと。始めるために技術は必要ないし、ルー
ルも簡易で、必要なものはシューズとスティックと
ボールだけである。フロアボールは男女平等に
フィットネススポーツとして行うこともできる。混成ス
ポーツはスポーツ初期から行われてきた。さらに、
学童と学生、職場や利益集団でもフロアボールを
始めている。そしていわゆる企業間での試合も定
着している。

試合は、コートに囲まれているが、フロアボールの
試合には可変性があるため、どこでも何人でもプ
レーすることができる。フロアボールはスピード感
があり興奮させてくれる魅力的なスポーツである。

スポーツの簡易さもフロアボールが人気な理由と
して説明できる。実際、スポーツクラブや公式なグ
ループでなくても、みんなフロアボール(ドイツでは
ユニホッケー)をする機会を持っている。フロア
ボール 自体に関わるその他の大事な特徴は、財
政投資と技術を懸念する限り、フロアボールを始
める敷居が低いこと。国際的なリーグとチームの
試合には技術の高い選手が要求される。国際フ
ロアボールリーグでは単にボールプレイヤーを2
番目に選ぶのではなく、活気があり、かなり多くの
練習を必要とするエリートスポーツである。
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フロアボールは全ての人に適応し、

・簡単に始められる 

≫正しい道具さえあれば始めることができ、少なく
とも4人いれば、屋内か屋外で行うことができる。

・簡単に変更できる

≫フロアボールはスペース、設備、人数、利用可
能な道具、によって変更が容易にできる。また、全
ての世代において障害者と健常者に適応するよう
に、変更することができる。

・簡単にプレイできる

≫フロアボールのエキスパートになる必要はな
い。スティックの使い方と持ち方を知っていれば誰
でも競技方法を学ぶことができる。ルールは簡単
で優しいものである。

ニュースポーツ
フロアボールはニュースポーツとして紹介されている。すで
に他のスポーツを経験しているアスリートはフロアボールに
魅かれる。例えばカナダでは、フロアボールはボールホッ
ケー選手、インドアホッケー選手、アイスホッケー選手などの
グループを対象に紹介された。スティックとボールを使うス
ポーツの試合はフロアボールに似た点があるため、それら
選手は簡単にフロアボールに適応することができる。また、
彼らはフロアボールのスキルと試合で接触が少ないことに感
銘を受ける。安全性は特に子供達にとって、魅力的である。
アジアとオーストラリアでは、多くのフロアボール選手が
フィールドホッケーの前歴をもっている。

今までスティックを使ったチームスポーツをしていなくても、
戦術がフロアボールと似ていいるため、簡単にバスケット
ボールやハンドボールのようなスポーツの経験を生かすこと
ができる。

フロアボールはオフシーズンのトレーニングなど、他のス
ポーツのトレーニングプログラムとして使うこともできる。オフ
シーズンのトレーニングとして、又は練習前、アイスホッ
ケー、フィールドホッケー、レスリング、フットボール、スキー
ジャンプの前にウォーミングアップとして行ったりと違いがあ
る。
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フロアボールの歴史

国際フロアボール連盟は様々な差別の防止を
する活動の発展の法人組織のあらゆる面の公
平を保証することに貢献している。IFFは権
利、尊厳、個人の価値を尊重し、フロアボール
内では、年齢、能力、性別、民族、国籍、宗
教、社会的地位、経済状況にかかわらず、全
ての人が平等に扱われるだろう。
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すでに1958年からいくつかの原点がある。スティッ
ク(シャフトとブレードが両方付いている)の案はア
メリカ合衆国ミネアポリス州レイクビルのプラス
ティック工業で生まれた。スティックとその他のプラ
スティック用具はcosomという名で紹介された。そ
の後、cosomフロアホッケーはアメリカとカナダの
両方で成長し続けている。北アメリカとカナダで何
年間か試合シリーズが行われて以来続いている
が、子供や若者が主に行なっている。1番大きな
トーナメントの１つであるフロアホッケートーナメン
トは、ミシガン州のバトルクリーグで1960年初期に
はじめて成立した。1968年にスウェーデンで最初
のcosomプラスティックスティックが紹介され、その
後、スウェーデンではボールとパック(アイスホッ
ケー用のゴムの円盤)を使った様々な試合が行わ
れている。1970年中期にcosom用具に基づくことと
バスケットボールとアイスホッケーの影響によりス
ポーツを成立させる取り組みが考えられた。

フロアボールは1970年初期にスウェーデンのヨー
テボリで初めて試合が行われて以来発展し続け
ている。ストリートホッケー、アイスホッケーのスト
リートバージョンの影響を多く受けている。学生に
よってスウェーデンに初めて持ち込まれ、そこから
ヨーロッパから世界中へと広がった。

フロアボールの価値
－平等、フェアプレー、団結

フロアボールは非差別やフェアプレー、団結のよう
な重要な価値を教えてくれる。そしてそれは、特に
スポーツに関わる子供にとって教えるべき大切な
価値である。

フロアボールは、幅広い世代の人々が参加で
き、フロアボール、スポーツのレベル向上によ
る共益、身体活動と以下のことを通してスポー
ツに熱中することができる。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　・精神と身体の健康向上
・社会文化の統合、公平、調和、コミュニティに
おける統一、特に民族グループや認知障害を
もつ人や移民の人種的差別の廃止
・社会交流、社会的包容力、関与スキル、本
来の趣旨からの利益、スポーツの価値、身体
活動、の増加
・スポーツと身体活動の教育的役割
・政府と地域の健康と福祉のコスト削減



IFFの試合ルールでは禁止されているが、マレーシ
ア女性代表チームは宗教の理由によりロングタイツ
の着用を許可されている。IFFは、男女世界フロア
ボール大会の平等を促進し、設立以来男女とも世
界大会が行われている。平等促進は組織の権利、
宣伝、試合構造、テレビと関係している。

オリンピック憲章と国際オリンピック委員会またはス
ポーツ連盟のそれぞれの憲章を受け入れているフ
ロアボール連盟により、IFFは支えられている。2006
年にIFFは若者のスポーツの倫理において、国際ス
ポーツ連盟機構(GAISF)のパナソロン・インターナ
ショナルの一般協会を支持することを決定した。

それに加えてIFFはクリーンなスポーツを促進するこ
とと、アンチドーピングポリシーを進展し、フロアボー
ルでのドーピング使用に対する反対を強めている。
IFFのイベントに参加している協会とクラブはアンチ
ドーピングプログラムを実施するときに協力すること
を要求される。同時に、IFFイベントに参加している
選手は、競技会検査だけでなく、競技会外検査も必
要となる場合がある。検査はいつ行われるか予告は
されない。

フィンランドフロアボール連盟とスイスフロアボー
ル協会はフリードーピングスポーツの促進に積極
的に関わっている。フィンランドの男女代表チーム
はクリーンスポーツスターグループを含み、クリー
ンスポーツのメッセージを発信している。

スイスフロアボール協会はクールクリーンと呼ばれ
る国際活動に参加していて、スイスの代表選手で
あるシモーネ・バーナー選手はクールクリーン活
動で女性スポーツの代表に選ばれた。
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選手の安全のために全てのIFFの大会は規定の用
具（IFF用具規定）を使い、スティックとボールとコー
トの範囲には厳しい規定がある。全ての用具はIFF
によって認定されるべきであり、誰もが自由に購入き
るべきである。開発委員会という組織内でIFFとフロ
アボール製造業は協働している。

また、IFF協会会員はフェアプレーと等価を促進す
る。例えば、スウェーデンフロアボール協会は、フロ
アボールの競合性を伸ばすため、2008年に均等待
遇プロジェクトを始め、男女平等は将来のスポーツ
のための重要な戦術的な問題であることを導いてい
る。

男女均衡計画の目的は、適正な能力がある特定
業務を行う適切な人を見つけること、女性選手を
増やすこと、ボランティアを増やすために、組織内
のさまざまな立場を両方の性別にとって魅力的な
ものにすることである。平等計画には他にも利点
があり、フロアボール選手を増やすために新しい
選手を探す時には少女と女性には大きな期待を
もてる。フロアボールが男女平等に積極的に働い
ているので、検討中の新しい施設への投資をする
時の利点を考えやすくし、政治家がスポーツへの
投資をする動機付けになり、平等と考えられる。
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フロアボールの基本ルール

フロアボールのルールは、どんな方法でも相手に危害を加
えるためにスティックを使用しないことを前提に作られてい
る。フロアボールがスピード感のあるスポーツであるにも関わ
らず、基本ルールを覚えておけば全く負傷することはない。
1.試合は3〜５人のフィールドプレイヤーとゴー ルキーパー
によって行われる。
2.各チームには最少で6人、最大で20人の選手で構成され
る。
3.試合時間は20分×3ピリオドで行われる。1時間以内の制
限のある試合に合わせて、15分×3ピリオドで行われる場合
もある。
4.高さ50センチのリンクでフィールドを囲む。

5.ゴールは160cm×115cmの大きさで、ゴールの前に1m×2.5mのゴールクリーズがある
6.ゴールキーパーエリアは4m×5mの大きさでゴールキーパーがプレイしていい所である。ゴールキーパーはス
ティックを持たない。

7.ゴールキーパーは3秒以上ボールを持ってはい
いけない。ボールをスローイングする時はボール
がセンターラインを超える前にフロアにボールが
つくようにしなければならない。
8.リンクやフィールドからボールが出たら相手チー
ムがボールが出た1m離れた場所からプレイを続
けることができる。
9.ヒットインが与えられた時、相手チームはボール
から少なくとも3m離れなければならない。(スティッ
クを含める)
10.ボールを一度だけ蹴ることはできるが、チーム
メイトに向けて蹴ることはできない。
11.手あるいは頭を使ってプレーしてはいけない。
12.膝より下でプレーをする。
13.肩と肩が当たること以外は体を押すあるいはタックルをしてはならない。
14.選手はスティックを持たないでプレーすることはできない。
15.ジャンプするときにボールを扱うことはできない。
16.手か両膝をつけてボールを扱ってはいけない。(肩膝は許される。)
17.フリーショット、2分のペナルティが与えられる場合
・ハイスティック、相手のスティックを叩いた時、ボールを手か頭で触ったりプレーした時、相手をタックルしたり
押したり妨害した時、スティックを投げた時、フリーショットの際に3mルールを守らなかった時
・ゴールの近くで得点を得ようとした時ファールをとられた際に、ペナルティショットが与えられる。
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その他のルールは基本ルールに載っている。

選手の人数、コートのサイズ、時間、技術のレベルによってルールは変更される。
詳細は、IFFのウェブサイト www.floorball.orｇにあり、試合のルールは諸規則から見
ることができる

ペナルティショットはセンタースポットから
守備側のゴールキーパーがいるゴールに
向かって行われる。ボールを止めるか自分
より後ろにボールを戻してはいけない。

ペナルティショットは相手のゴールへ自
分のゴールの前から打つ。

ゴールラインを越した時得点になる。スティックだけでなくプレーヤーに当たって跳
ね返ったボールでも得点になる。

得点後、得点していないチームのフリー
ヒットで再開される。自分のコートサイド
からフリーヒットする。また、センタース
ポットからフェースオフで再開することも
できる。

得点後、センタードットからフェースオフで
再開する。

ゴールエリアに攻めている相手チームが
入った場合フリーヒットが与えられる。

コートの大きさは15ページと同じ。ゴール
キーパーのみゴールの前の小さいエリア
に入ることが許されている。しかし、フィー
ルドプレーヤーはその中でスティックでプ
レーすることはできる。ゴールキーパーは
ゴールエリアにいる時のみボールを持つこ
とができる。

ゴールの前に半径1.5mの円が書いてあ
る。ゴールエリアを体のどの部分であっ
ても触れてはいけないが、飛び越えるこ
ととスティックで円内でプレーすることは
できる。

ゴールキーパーエリアに攻めている相手
チームが入った場合、フリーヒットが与えら
れる。

守備側のチームがゴールエリアに入っ
た場合、相手チームにペナルティショッ
トが与えられる。

守備側のチームがゴールキーパーエリア
に入った場合、相手チームにペナルティ
ショットが与えられる。

ゴールキーパーはいない。3～5人の
フィールドプレーヤーがいる。

各チーム5人のフィールドプレーヤーと１人
のゴールキーパーがいる。

小さいフィールドと大きいフィールドの違い

小さいフィールドの試合 フロアボール

利用可能な場所で行う。
高さ0.5ｍのボードで囲まれた２０ｍ×４０ｍ
のリンクで行う。

スティックとボールとゴールを使いプレーする。スティックで相手のスティックを阻害
すること、叩いたり引っ掛けることは禁止されている。蹴ることと相手のスティックを掴
むことだけでなく相手の足の間でボールを打つことも禁止されている。
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スポーツを習うとき、まず始めにプレーするために、
スティックの持ち方、試合構成、走り方など必要とさ
れる技術の多様な面を考える必要がある。

スティックを持つ事
スティックには２つの持ち方があり、スティックを持つ
ときに、右と左どちらの手が下になるかによってス
ティックの持ち方が変わる。一般的には利き手によっ
て持ち方が決まる。ほとんどの選手は右利きのため
左のスティックを使用している。しかし、スティックは
持った時に自然に感じられる方を基に選ぶべきであ
る。以前のスポーツ経験が持ち方に影響する事もあ
る。
例えば、フィールドホッケー選手は右のスティックを
選ぶ傾向がある。選手に合うスティックを選ぶ良い方
法は、選手の前にスティックを置き、どちらかの手で
スティックをとって下さいと尋ねる方法である。もし右
手で掴んだ場合左のスティックでプレーを始めること
が望ましいだろう。対照的に、右利きのテニス選手は
右手でラケットを持ちプレーする。

個人技術
試合をするために、正しい技術を習得する方法を
知る必要がある。技術とは、以下のことである。
・シュート
・パスを出す、受ける
・ドリブル

個人技術と作戦のマニュアルは、基本的な技術
の教え方を紹介しているが、テクニックを習得する
最良の方法は誰かに技術を示してもらうことであ
る。実演してくれる人がいない場合、インターネッ
トで技術を見ることができるビデオや試合を調べる
こと、ユニホッケーの技術ビデオを見ること、IFFの
ウェブサイトでゴールキーパーのトレーニングを含
めたIFFフロアボールテクニック動画を見ることが
できる。一度技術を習得すると、他の選手に指導
できるようになるためスポーツを広めることができ、
フロアボールのイベントやレッスンを行うこともでき
る。
本書を通しそれらの場作りをするための情報を得
ることができる。
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レッスンの最後に、フィードバックを聞き、参加者
全員が試合の大事な事を理解しているか確認す
るべきである。レッスンの結論としては、参加者で
小さいトーナメントを行うことができる。

この表で、講習会の構成の参考を見ることができ
る。あらかじめプランを立て、紙に書くことが大切
である。ホイッスル、作戦ボード、ペン、ストップウ
オッチ、ゼッケン、コーン、等の用具は必要であ
る。もちろん最も大事な用具はスティックとボール
である。時間の管理と指導を明確にし、参加者の
年齢によって、時間を変更してもよい。子供だけ
でなく大人も長く集中することはできないため、講
習会は簡単に短く楽しめるものにすることが大切
である。小さい子供(5〜8歳)にとって60分間は疲
れてしまうため45分間が充分である。大人は90分
まで延ばしてもよいだろう。参加者のほとんどが積
極的に活動でき、立ったままにならないよう確かめ
るべきである。また、１つのドリルの反復練習を充
分にすることで、参加者は、できる限りボールに接
することができるようになる。

指導法を学ぶ

IFFは、指導者と選手の両方に指導するために使用
される別々の指導書を持っている。ユーススタート
アップキットはすでに9つの言語に訳されているが、
まだ他の言語に訳されていないものもある。指導書
がより多くの言語に訳されれば、より簡単にフロア
ボールを始めることができる。そのために、少なくとも
以下の情報を新たにフロアボールを始める人に与え
ることが必要になるだろう。
・基本ルール
・必要な用具
・コートの広さ
・基本的な技術
これらの事を以下の文章から抜き出し、訳すと良い。

ユーススタートアップキット
個人技術と戦術の指導
チームの戦術
特別な状況とゴール守備
ユニホッケーテクニックビデオ DVD
IFFフロアボールテクニックビデオ DVD

これらの指導書の援助とともに入門レッスンを実施す
るべきであるが、以下の事を強調しなければならな
い。
・インスパイアと積極的になる
・全員が正しい用具を持っているか見る
・安全に注意を払う
・設備を整える(ホイッスル、作戦ボード、ペン、ストッ
プウォッチ、ゼッケン、コーン)
・指示を明確にする
・できる限り実演する
・待ち時間を最小限にし、充分に繰り返し練習する
・全員が積極的に活動できているかを見る
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時間（分） 内容 方法 理由 必要な用具

０～５
自己紹介とフロアボー
ルの説明。

参加者を集め半円にな
る。

フロアボールがどの
ようなものか参加者
に伝える。

見本を見せるた
めのスティックと
ボール

16～25
ペアになってパスをす
る。

参加者同士でペアを組
む。

スティックとボールに
慣れる。

そ れ ぞ れ の ス
ティックとペアで
１つボール

26～35
コーンの周りをドリブル
する。

コートの端にコーンを一
列に並べる。各自ボー
ルを持ち各コーンに二
列で並ぶ。ブレードと体
を使いコーンを回ってド
リブルする。

動きながらボールを
扱う方法とブレードの
使い方を学ぶ。

スティック、ボー
ル、コーン

半円になるように参加者
を集め、全員に気を配
る。

講習会のポイント（基
本技術、ルール）を
全員が理解している
かを確かめる

6～15
スティックの持ち方とパ
スの仕方、受け方等の
基本技術の紹介。

36～55

人数、コートの大きさを
考慮し、小さいトーナメ
ントや5対5、3対3を行
う。

56～60 感想を聞く。

参加者を集め半円にな
る。

そ れ ぞ れ の ス
テ ィ ッ ク と ボー
ル

２チームに分ける。トー
ナメントの場合は4チー
ムに分ける。（残された
時間によって試合時間
を決める。）

楽しむ事とルールを
知ること。

スティック、ボー
ル 、 ゴ ー ル 、
ゼッケン、ホイッ
スル
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下の図は公式のリンクのサイズ、ゴールエリアと
ゴールキーパーエリアのサイズである。しかし、人
数、場所の広さによってコートの大きさを変更する
が、比は固定したほうがよい。

施設と用具

多くの用具を必要としないため、フロアボールは始
めやすい。ただスティックとボール、シューズ、動き
やすい服装だけが必要である。

ゴールとリンク

ゴールの大きさは115cm(h)×160cm(w)×60cm(d)
である。65mmの赤いパイプで枠が作られていて、
ネットが備え付けられている。リンクは、コーナーが
丸い20m×40mの大きさがよい。
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スティック
スティックを選ぶ際、剛性、シャフトの長さ、材料、ブ
レードの形は重要な点である。スティックは胸からへ
その間になる長さがよい。試合の安全性と技術の習
得に明らかな影響があるため、長すぎあるいは短す
ぎるスティックは使うべきではない。
スティックを購入する際、スティックのブレードは左右
どちらかに少し曲がっているか、真っ直ぐになってい
る。ほとんどの選手は充分だと思うが、何人かの選手
はさらに曲げることを好む。

ブレードのフッキングとは、くぼませるかブレードの先
にあるボールがのる小さな杯状を作るためために
カーブを加える事である。販売されているスティック
の多くは、すでに少し曲がっている。もし何回もブ
レードを曲げると、ブレードが柔らかくなるか、壊れて
しまうため、3回以上ブレードを曲げる事は望ましくな
い。

ブレードの曲がり方は、速度や正確さをあげたり、
フォアハンドでのショットに影響を与えるだろう。しか
し、カーブによってボールを空中に上げてしあうた
め、よりハンドリングのテクニックが必要になる。さら
に、カーブは前にドリブルしやすくする。

曲がったブレードを使う事で、ボールがブレードに
くっついている時にフェイントをしやすくなるだろう。
特別なテクニックの１つはゾロであり、これはブレード
の先でボールを拾い上げ動きながらキープするもの
である。

バックハンドショット（バック(曲がっていない側)で
ボールを打つこと）の時に覚えておくべき大切なこと
は、もしブレードが大きく曲がっているとバックで打つ
ことが難しくなること。ブレードが曲がりすぎていると、
バックハンドで飛んでいるボールを取ることとフォア
ハンドとバックハンドどちらでもパスを出すことが難し
くなる。ブレードが曲がりすぎていると、ボールを受け
る時にボールが不安定になり、バウンドしてしまう。

ボールとスティックの使い方を学ぶためには、なる
べく真っ直ぐなスティックを使ってプレーを始める
ことが望ましい。また、スティックの左か右を決める
必要がある。何人かの選手は左と右用両方のス
ティックを使うことができる。これはもちろんブレー
ドが真っ直ぐなスティックを使った時である。

良いショットは良いブレードのおかげだけではな
い。最も重要な１つの要因は、動かしたい場所に
ボールを動かす事ができることである。スピード、
長さ、ショットの正確さは、シュートを打つ時どのく
らい速く打てるか、スティックのシャフトがどのくら
い曲がっているかによって決まる。
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ブレードの曲げ方
ブレードを曲げるためには、ブレードが
柔らかい必要がある。送風機でブレード
を温めることが1番良い方法だが、ス
トーブの上でも温めることだができる。ス
トーブを始めに温めて数分間ストーブ
の数センチ上にブレードを保つ。プラス
ティックはとても暑くなるため、グローブ
をつけることを忘れてはいけない。十分
に温まり柔らかくなる前にブレードを曲
げようとすると、壊れてしまう。ブレード
が柔らかい時に好きなように曲げること
ができる。その時に注意することはゆっ
くり曲げ始めることと曲げたスティックを
使う技術を

身につけることである。好きな曲がりになったらブ
レードを冷水で数分間冷やし、数分間冷まし乾か
す。

一度も曲げたことがない場合、曲げたことがある人
に尋ね、そして、プラスティックはとても熱くなるこ
とを思い出してほしい。

シャフトは23mm〜36mm曲がっていて、大きく強くな
るほど、シャフトをより曲げる事ができる。そのため、
子供にとってはどちらかといえば曲げやすいスティッ
クを使うほうがよい。(例えば30mm曲がっているか、さ
らに大きいもの)

全てのブレードを曲げることはできない

フロアボールのスティックのブレードはそれぞれ違う
原料でつくられている。プラスチックブレードの表面
は、少し油性である。ブレードは曲げた後にもう一度
もとの形に戻ろうとする。
そのため曲げた後は長い時間冷やし休ませておか
なければならない。その他の主な原料はナイロンで、
曲げやすくし自分の思うように曲げることができる。

ブレードのルール
ブレードは平らな場所に置いた時30mmを越して曲
げてはいけない。ブレードの曲がりは、スティックを平
らな面に置いた状態で、ブレードの内側の最も高い
部分から、スティックが置かれた面までの距離として
測定する。曲がりがブレードと床の間で30mm以上に
なってはいけない。ブレードと床の間でスティックを
持ち上げた場合を除き、もし30mmである場合と動か
した場合、公式試合で使うことはできない。○相手は
試合中何回でもレフリーにスティックのフックを測って
もらうよう頼むことができる。それはフィールドでも交
代エリアでもできる。もしスティックが曲がりすぎてい
た場合、選手はその試合で退場になり、5分間のペ
ナルティが与えられる。
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ボール
ボールはプラスティックでできていて、カラーバリ
エーションが豊富である。直径72mmで、20〜23グ
ラムの重さである。26個の穴があり、大きさは
11mmである。

ゴールキーパー用具
ゴールキーパーは膝パットが付いたロングパン
ツ、長袖、マスク、ヘルメット、グローブ、シューズ
を着用する。また、 怪我を防ぐため膝にさらに
パッドを使うことを推奨されている。

アイガード

目の怪我は深刻であり、ゴーグルをつかうことで
怪我を避けることができる。フロアボール選手は
CEマークがついているゴーグルを使用することが
できる。フロアボールではアイガードの使用は強
制ではないが、国際フロアボール連盟はアイガー
ドの使用を推奨している。
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全ての公式用具はIFFに認定されなければならな
い。全てのIFF公認用具はIFF公認マークが付いて
いる。

公認用具には、ブレード、ボール、CEマークがつ
いているゴーグル、スティック、マスク、ゴール、リ
ンクがあり認証機関としてIFFが認定をしている。
この認定は技術要件を満たしていることとその後
の監査になることを意味している。

公式フロアボール用具はスマートフォンサイト(IFF
認証機関)で確認できる。IFFのトップページかリン
クの下にあるIFF認定マークを通してそのウェブサ
イトを見つけられるだろう。IFFのリンクページとフ
ロアボール用具製業者の下で、フロアボールの認
定用具を造っているブランドリストをみつけること
ができる。

もし始める時に適切な道具がない場合、自分で道
具を作ることもできる。しかし、新たに公式の活動
を行うときは、公式道具だけを使うべきである。

選手の安全性と保証のため、フロアボール選手のた
めのアイガードは認定されつつある。2007年初期か
ら始まり、IFFはスウェーデンフロアボール連盟から
装具の検査を始め、今はフロアボールのためのアイ
ガードにCEマークがついている。

IFFは国際組織が行なっているゴーグルを強制する
いくつかのルールを持っていないが、子供には推奨
している。フィンランドでは子供にゴーグルの着用を
強制していて、将来は全てのF-EとD-juniorsも強制
されるだろう。さらにフィンランドのクラブと地域はア
イガードを使うことに同意している。
スイスのフロアボール選手であるルカ・マフィオレッ
ティは自分の卒論でこれらを主題にし、その影響に
よりスイスでアイガードの着用を促す活動が行われ
ている。

認定されているゴーグルの一覧は、スマートフォンサ
イトwww.sp.se/floorballで見ることができる。

IFF認定用具
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施設と用具を探す

ニュースポーツの環境作りの時に適切な施設を探
すことは主な仕事の１つである。フロアボールの授
業を無料ですることを交換に施設を提供してくれ
る地元の学校と関係を持つことができる。施設を
探すのが難しい場合、地元の会社にスポンサー
を依頼することも良い。同時に、これらの会社の労
働者は入門講座を受けることができ、レクリエー
ションとしてニュースポーツをするきっかけとなる。

古い倉庫か産業施設を利用し、フロアボールの
コートに変えた。スポンサーを探し、資金やスポー
ツ会議などのための資金を会社から得ることがで
きる。これらは地元のコミュニティの繁栄のサポー
トに関与するだろう

スポーツの広がり
過去に、フロアボールの競技方法知っている外国
人移住者またはフロアボールをどこかで見たり試し
たことがある人等のフロアボール伝道師によってフ
ロアボールは紹介されている。この人たちは、財団
を創設し地元の人と関わることができる。そしてこの
事には熱情と動機が要求される。スカンジナビアで
フロアボールが行われているようにたくさんの国で
行われているが、地元の人は多く関わっていない。

しかし、新しい国でスポーツを発展させる最善の方
法は、地元の人を通して発展させる方法である。地
元の人は国のプロトコルを認識していて、人々と良
い関係を作ることと、施設を利用できるため、関与
する地元の人は必要不可欠である。
そのため重要な目標の１つは、地元の人を関与さ
せること、スポーツに興味を持ってもらうことであり、
これらのことは長い期間にわたってスポーツを発展
を保証することができる唯一の方法である。

例えば、フィンランド人と1990年初期にトルコで働
いていたスウェーデンの電気通信の社員によってト
ルコでフロアボールが始まった。彼らは友達と地元
の同僚を勧誘し、1週間で30人が集まった。スポー
ツホールが使えなかったため試合はサッカー場や
テニスコートの芝の上で行われた。その後開催場
所が屋内エリアにかわりフロアボールはさらに発展
した。イスタンブールにはトルコのフロアボールの中
心があるが、その後に伝道師が増えアンカラまで広
がり、共同社会になった。トルコの競技人口は始め
て紹介された時の30人から330人に増えた。

人を関わらせる
まず始めに、自分が選手である必要がある。施設
を使うため学校、教会、地域社会、会社に話を持
ちかけるときに、彼らとプレーすると良い。そして
体験してくれる友達を勧誘することによってグルー
プを大きくすることができる。フロアボールには
テーブルフォーマットでの3対3のような異なった形
があり、それはチームがないときに気軽に行える。
試合変更フロアボールポイントマスターのページ
を参照すると良い。

学童や学生のようなすでにグループが存在してい
る所にスポーツを紹介することやドイツのように
様々なスポーツ協会と協力することは、選手の募
集を効率良くする。この場合、フロアボールの試
合を広める構造はすでにできていて、組織は集ま
りやすい場所で毎年競技会を開いている。また、
スポーツを人々の元に持っていくことによって、都
合がよく、より容易に彼らを引きつけることができ
る。
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選手に１つ伝えたいことは、スティックは会場の床を
傷つけてしまうことである。以下のことにはたくさんの
研究がされ、同じ結果になった。フロアボールのス
ティックは他のインドアスポーツより床を傷つけな
い。たいてい、インドアスポーツをする時に汚れてい
るか、間違ったシューズを履いていると床を更に傷
つけてしまう。

用具を見つけることは、フロアボールをはじめるとき
に最も難しいことかもしれない。新しいスポーツに
とって、用具は簡単に手に入れることはできない。
そのため、公式のメーカーは用具を購入してもらう
ためフロアボール関係者と連絡をとらなければなら
ない。
また、私たちはフロアボールの用具のメーカーにス
ポンサーを依頼することができ、自分の国でフロア
ボールの市場をもつ手助けもしてもらえる。このよう
なことができない場合、異なる解決策がある。例え
ばアルゼンチンでは、メーカーのブレードのみを使
い、自分たちの竹のシャフトに付けてスティックにし
ている。

メーカーの一覧は、IFFのウェブページのフロア
ボール用具メーカーの下に載っている。全てのメー
カーに連絡を取り製品のリストを送ってもらうよう依
頼でき、フロアボール用具を一括して頼むことがで
きる。

時々、輸入用具はとても値段が高いかもしれないた
め地元の会社にもう一度サポートを頼むべきでだろ
う。

資金

もし財政問題が困難であれば、創造的になってみるべ
きだろう。お金を集めるため、参加費で試合を行なっ
たり、フェアやその他のチャリティーイベント等のイベン
トを催すことが良い。
スポンサーを得ることは難しいかもしれないが、お返し
に面白いニュースポーツを提供することができれば、
そのことにより、運動不足をなくし、全ての年代、特に
子供の健康と活発なライフスタイルを促進する。

寄付金を集めるために、地域のコミュニティ、教会、学
校、在位断法人と連絡を取ることも良いだろう。たいて
いこれらの団体は善意を促進することをいとわない。

幅広い様々なイベントは資金を得るために、スポーツ
クラブのボランティアによって組織される。
・販売(食品、家庭用品)
・社交行事(ダンス、映画、宴会)
・スポーツイベント
・サービス提供(洗車、ガーデニング)
・スポンサーシップ

これらはお金を集めるための間接的な方法と言われて
いる。直接的な方法は以下のような所に資金の寄付を
頼む
・政府、官庁
・産業会社
・労働組合
・公益信託、財団
・ボランティア、社会組織
・利害関係者
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異なるグループのための　　　　　　　
フロアボール

以下の要約はガイドラインと若者のためのフロア
ボールのねらいについてである。

・目的は長い人生においてスポーツとフロアボー
ルに興味を持たせること。
・全員に参加する機会を与えること。
・フロアボールを楽しみながら練習し、プレーする
出発点にする。
・男女平等。
・3対3などルールを変更してどこでもプレーできる
こと。
・フロアボールは様々な世代に適している。
・フロアボールは、不正行為と迫害に抵抗するの
ための道具として利用することができる。
・若者に良いチーム精神、態度だけでなくリンク内
外での積極性が仲間付き合いと安全性を広げる
ことができることを教えること。
・多方面なレジャー趣味と学業に従事する若者を
勇気付けること。

ユーススタートアップキット、　　　　プ
ロゲーム
IFFは若いスター選手達にフロアボールを教える
ためフロアボールスタートアップキットをつくり、そ
の中にはユーススポーツにおいて大切な価値を
広げるものが入っている。その教材は、英語、フラ
ンス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、ポルト
ガル語、ロシア語、韓国語、中国官話で作られて
いる。

簡潔に言えば、プレーを始める方法、何が必要
か、試合のルール、明確な目的を与えてくれるた
め、ユーススタートアップキットは若者と学校ス
ポーツにとって重要な開発文書となっている。こ
れは、インターネットのwww.floorball.orgから自由
にダウンロードすることができる。使用者のフィード
バックに基づいて修正されている。

フロアボールは主に新しい国で子供と若者に紹介
されることによって広がった。幼い子供は変更した
ルールと小さなフィールドで小さなゴールを使い、
ゴールキーパーは必ずしも必要としない。プレー時
間も短くし、レフリーの代わりに選ばれた試合指導
者がいる。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
若い選手と活動するとき、または若い人の活動団
体を設立するとき、スポーツの価値を高めることは
大切なことである。地域の当局にプロジェクトを提
出するとき、積極的な態度とフロアボールの価値を
強調することは不可欠である。子供と若者の活動
は、参加者全員が参加でき、楽しく、幸せに、公平
なプレーでき安全に学ぶ環境作りに焦点をおくべ
きである。
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誰にどのようにアプローチするかを知るために、前
もって学校教育課程を知っておくとよい。学校カリ
キュラムに組み込むために教師の注意を引く必要が
ある。ほとんどの国でフロアボールを学校で教えるこ
とを許可される前に、教師によって初めて認可される
べきである。

学校を利用するとき、たくさんの生徒、学生をクラブ
活動に参加させる試みをするべきである。おそらく、
彼らは少しの援助があればクラブ活動を始めるだろ
う。

フロアボールは紹介されている学校において最も人
気なスポーツの１つである。生徒と教師の両方にフロ
アボールが人気である理由は、全員が参加すること
ができる数少ないチームスポーツの１つということで
ある。まだ熟達したスポーツではないが楽しむことが
できる。フロアボールは混成でも行うことができ、生
徒のためにフロアボールの用具を揃えることは学校
にとってそれほど高価ではない。

学校スポーツとしてのフロアボール

学校用具を受け取る最も良い方法は、用具の製
作者と連絡をとり、学校のために提供してくれるか
依頼することである。

特定のユースプログラムにおいて、世界学生チャ
ンピオンシップを組織しているISFと協力し始めた
ことにより、学校でフロアボールを行う国の数が増
えている。
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成功するためのカギ
ユースプロジェクトは以下の理由によって大成功
している。
1. 私たちの運営委員会はするべき仕事と定期総
会、フィードバックを行なっていること
2. イギリスのスポーツトラスト、グロスターでの活
動、イングランドスポーツと共に活動すること
3. プロ意識。学校またはユース組織に行った時、
GBユースフロアボールが背中にプリントされたト
ラックスーツとシャツを一式もっていること。
4. イベントに行く前に、スタッフの予測することや
生徒の能力の指導を保証できるような、レッスンプ
ランと情報を与えること。
5. 幸いなことに、特定の学習障害をもつ若者のた
めに指導ガイドラインを書いている障害を学ぶ教
師がいること
6. 資格をもつ指導者だけ、若い選手の学校での
自己意識の授業とトレーニングを援助できる。
7. 12本のスティックとボールが入っているスタート
アップキットを提供する。すぐに用具を購入する費
用がない組織でも若者がプレーできるように学
校、ユース組織に置いている。
8. 政府出資に申し込む組織を見つけサポートす
る。ユースフロアボールグループはこれまで、フロ
アボールの用具とトーナメントに出場するためお
およそ30,000ポンドを受け取っている。

若者へのフロアボールの広まり

情報源::GBFUA
グレートブリテンにおけるユースフロア
ボール委員会の向上

ユースディヴェロップメント委員会は2007年5月に
グレートブリテンでフロアボールを促進するために
設立された。ユース委員会は2007年５月に形成さ
れた、

パートナーシップとサポート
フロアボールを促進するため、さまざまな会社の
取締役とのいくつかの集会が配置され、そこから
学校やスポーツセンターに分けられる。
GBFUAは、若者のための課外活動を与えるため
に学校に特別にお金を与えている政府の発案書
○の一部である。
地方自治体に関していうと、地方自治体で(州議
会で)フロアボールの指導者として働いている若い
選手がいる。教育において、学校で指導し、また
試験の一部として学校のカリキュラムとなってい
る。

若者の関わりとトレーニング
現在は、48人の年少の審判員、4人の同じ水準の
指導者、8人の救護班、安全管理者がいる。
フロアボールには初級指導コース、審判コース、
応急手当て、労働安全衛生コースがあり、全て指
導者の保険が必要条件である。初級は15歳以上
のみである。審判のジュニアコースは9歳から参加
できる。リーグ戦では審判員と書記は若い選手が
する。
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９. ユースリーグの試合は無料である。大人のリーグ
では1チーム各試合でプレーするため100ポンド、
登録するためにさらに50ポンド払う必要がある。
10. プロジェクトで最も大きい成功は、若い指導者と
審判員である。彼らは、学校で全てのトレーニング
をして、補助金の申請と積極的にフロアボールを促
進する若い人である。

情報源:FFF
スクールロードショー
フィンランドの例

スクールロードショーは楽しい活動日であり、これ
を通してフィンランドのフロアボールクラブがフロア
ボールと自分のクラブを推進できる。フィンランド
フロアボール連盟はクラブにリンクとゴールネット、
スティック、ゼッケン、アイガードが入った既製品
のパッケージを与えている。

スクールロードショーはパートナーと協力して連盟
が主催する。学校にとって、スクールロードショー
がフロアボールの面白いスポーツデイを主催する
機会をつくっている。参加している全ての子供達
はロードショーパスとパートナーからの贈り物を受
け取る。

スクールロードショーは地域のフロアボールクラブ
と協力して催される。クラブは用具一式を無料で
使うことができ、ロードショーを通して自分のフロア
ボールクラブを推進できる。スクールロードショー
は国際スポーツ委員会の地方事務所または、学
校からの申込書に基づいて学校イベントと協力し
ているマルチスポーツイベントのいちぶとして催す
ことができる。
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大学でのフロアボール
学生によって伝えられヨーロッパに広がったように、フロ
アボールの発展は大学で始まった。たいてい大学
は国際的で、容易に世界中の人々と関わることが
できる。このため、主に目標とするグループは大学
の同級生である。

例えば、中国とポルトガルでは大学を通してフロア
ボールが広がった。

情報源: Sam Xiao/Nordic Sports China 

大学を通してのフロアボールの発展
中国の例
学校にフロアボールを紹介するため、北京地区の
信頼できる体育教師のための最初のフロアボー
ル指導セミナーは2007年12月ジンフアリゾートで
催された。そのセミナーはIFFが指導し、中国でフ
ロアボールの推進にとても関わっている北欧のス
ポーツ製品会社/エクセルと協力している北京の
教育機関と理学研究所によって催された。およそ
100人の教師が2日間実用的なトレーニングセッ
ションだけでなくルールと基本的なテクニカルスキ
ルの講義を含むセミナーに参加した。

IFFが指導した2007年12月の北京でのセミナーの
次に、２つの地域(1つは西部地域、もう１つは滕
州市)の体育教師のトレーニングが行われた。そ
のトレーニングの結果として10校の学校が、体育
にフロアボールを取り入れることに興味を持ち、い
くつかの学校では実際に取り入れている。

最初の大学でのフロアボール"エクセル北京大学
フロアボールトーナメント"は2008年12月の終わり
に北京大学付属高校で行われ、4チームが参加し
た。2回目の北京大学フロアボールトーナメントは
2009年10月に開催の計画がされた。さらに今後
の目標は、より多くのフロアボール用具を学校に
提供すること、より多くのフロアボール開発文書を
中国語に翻訳することである。

次にするべき事は、上述の学校をフォローアップ
すること、フロアボールを学校の体育課程に取り
入れるよう試みること、北京で体育教師のための２
つ以上の地域トレーニングを行うこと(西部地域と
崇文区)。

2009年4月23〜26日に中国国際スポーツショー
(国家体育総局が主催する中国で最も大きいス
ポーツショー)で紹介されたフロアボールは、中国
の政府、学校、大学、スポーツ卸売業者、スポー
ツ小売商人、スポーツクラブ、スポーツファンに

よって発表された。
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フロアボールは歴史的にスウェーデン、フィンランド、
チェコ共和国のようにアイスホッケーが行われている
国々で人気になっている。フロアボールはアフリカに
も広がっていて、新しくNHLプレーヤーとその他のア
イスホッケー選手にも紹介されている。フロアボール
をすることによって、アイスホッケーの選手はアイス
コート場の外での戦術技術だけでなく、スティックの
ハンディングスキルを上達することができる。

また、アイスホッケーがあまり行われていない他の国
では、フロアボールは他のスポーツ選手に紹介され
ている。例えば、オーストリアでは、フロアボールをす
ることでテニスにも必要な協調性、俊敏性を向上でき
るため、テニス選手がテニスコートでフロアボールを
プレーしている。

フロアボールと他のスポーツの関わり

フロアボールは、ランニングテクニック、軽快さ、方向
転換の速さ、協調性、忍耐力、体力のような身体的
側面を含んでいるため、他のスポーツと精通してい
る。さらに、フロアボールは他の球技スポーツと
フィールドホッケーやアイスホッケーのようなスティッ
クと似たような戦略を使うスティックスポーツにとても
似ている。そのため、アイディアを交換するか相互教
育またはその他のイベントを組織することによって他
のスポーツと協力することが価値のあることになる。

多くのオーストリアのテニス選手は、フロアボール
の試合に参加し、さらにプレーし始め国の代表選
手にさえなった。フィンランドではスキージャンピン
グの代表選手がツアー中やオフシーズンにプ
レーしている。

スウェーデンでは最も優秀なサッカー選手の1人
であるヘンリク(ヘンケ)・ラーションは2008年-2009
年のシーズン中フロアボールをしていた。ヘンケ
が2008年のスウェーデンスーパーリーグにおいて
フロアボールクラブヘルシンボリチームでプレーし
た時のヘンケのフロアボールデビューは世界的に
メディアの目を引きつけた。1968人の観客がこの
スウェーデンでの試合を見た。また、この試合をス
ウェーデンのTV4スポーツで見ていた観客の人数
は210,000人で新記録となった。

フロアボールは様々なスポーツのための基礎的な
スポーツとして行うことができ、また、簡単で安いと
いうよりむしろ楽しいため、庶民のためのスポーツ
になる大きな可能性をもっている。しかし、この可
能性は、他のスポーツの脅威のように見られ、そ
のことは、伝統的なスポーツの選手がフロアボー
ルの選手に代わってしまう恐れがあり、IFFに加入
しているいくつかの国で起きることがある。しかし、
ほとんど他のスポーツとの協力は、ポジティブな経
験になり勧められるものである。
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フロアボールポイントマスターとストリートフロア
ボールはとても有名な試合の形であり、そしてそ
れは異なった集団で行われている。詳細は試合
の変更にある。

フロアボールエキシビションとスポー
ツフェア等

フロアボールは、スポーツ、ファッション、ユースな
どに関わる様々なイベントや特にフロアボールが
まだスポーツとして成立していない国で紹介され
ている。

スポーツ用具、ファッションのための国際
貿易フェア(スポーツ見本市) ispo(国際義
肢装具協会)

IFFはドイツでフロアボールを広め開発するため
IFF開発プロジェクトの一部として、ミュンヘンで行
われた国際スポーツ用具展示会に参加した。
ispoへの参加は、結果として世界の一流メーカー
との協力に繋がり、IFF開発局サポートはispo参加
に割り当てられている。

フロアボールはフロアボールが行われている国にお
いて様々な集団によって行われる最も人気なスポー
ツの１つである。各集団で多くのリーグ戦が行われて
いる。例えば警察、弁護士、スポーツジャーナリスト、
教師、さらにロックミュージシャンはそれぞれリーグ
戦、トーナメント戦を行なっている。

その集団のリーグ戦は各国のフロアボール連盟、フ
ロアボール競技場、企業内組合によって組織されて
いる。たいてい国際フロアボール連盟はノウハウと用
具を提供することによってこれらのリーグをサポートし
ている。基本的な考えは、企業内組合(例、six lawyer 
firms)がお互い挑戦したいと望んでいるチームに与え
ることである。各チーム(集団)は、各チームに競技
場、スティック、ゼッケン、審判、トーナメント表を提供
しているフロアボール競技場（または組織本部）に参
加費を払っている。男女両方に平等に参加してもらう
ため、いくつかのリーグで少なくとも1人女性(5人の
フィールドプレーヤーのうちの1人)がいなければなら
ないというルールを適用している。これはすでにある
会社のようなグループにいる人々にアプローチする
のに良い。施設と資金を提供してもらうかわりに、フロ
アボールの紹介レッスンかイベントかトーナメントを行
うとよい。
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IFFは、フロアボールがどのようなスポーツか伝えるためのフ
ロアボールのプロモーションゲームだけでなくスピード
シューティング、正確なシューティング、魅力的な村になるよ
うにデザインされたユニークフロアボール村と共にispoス
ポーツ用品展示会に参加した。

同時に、参加しているフロアボール用具のメーカーは、リラッ
クスしたフロアボールの雰囲気の中でクライアント会うこと、
新しいクライアントに新しいコレクションを紹介することができ
る。

また、IFF会員協会は(例えばトルコのフロアボール)スポーツ
ショーに出席する機会を利用して、2008年の夏にイスタン
ブールで行われたスポーツショーでフロアボールを紹介し
た。成功として、多くの人が初めてフロアボールをみる機会
を得た。

トルコのフロアボールはスポーツフェアの中で展示ブース、
小さいフロアボールリンク、スピードシューティングコンテスト
エリアの3つのエリアをもち、多くの参加者がフロアボールを
体験した。このことはトルコのフロアボールがスポーツ省の権
威ある人に会うことができ、フェアでメディアに紹介できるな
どとても良い宣伝をすることができる。
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施設変更
スポーツを始めるとき、必要な施設を見つけること
は難しい。そのため、当然変更があることを考慮
して課題に向き合うべきである。

室内
フロアボールを始める時の最初の選択は、スポー
ツホールまたは学校の体育館の室内で行うことで
あるだろう。しかし、もしそのような施設を使えない
場合、ダンススタジオ、教室、テニスコート、スク
アッシュボックス等のような小さいスペースを使う
ことで手を打つことができる。覚えておくことは全
ての障害物を取り除くことと窓に注意すること。ま
た、表面が平らで広い空間であれば屋外のグラ
ウンドか中庭でも行うことができる。
もしはじめに室内にリンクがない場合、部屋の隅
にベンチを置き、ライン外にボールが出る時間を
減らすことができる。また、リンクの高さを示すた
めに壁にラインを描き、ラインより上にボールが当
たった時ボールがフィールドの外に出たということ
にできる。

屋外
異なった様々なゲームは屋外で行うことができる。表
面は試合の様々な一面を作ることができる。フロア
ボールは芝生、アスファルト、砂、さらに低湿地または
雪の上でも行うことができる。

プレーする場所の広さは、 スペースや人数によって変
更できる。もちろん安全を考慮するしなければならな
い
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10年以上フィンランドではストリートフロアボール 
が行われている。ストリートフロアボールツアーの
終わりにあるハイライトのストリートフロアボール
ファイナルは年々人気を増している。6つの異なる
シリーズがあり、男性、女性、16歳以下の女子、16
歳以下の男子、混成、がある。

ストリートフロアボールツアートーナメントはフィン
ランドの様々な場所で行われていて、地域のトー
ナメントはストリートフロアボールパートナーと地域
のクラブが協力して組織している。そのことは、
トーナメントが同じ見た目と感じであることを保証し
ている。国際連盟は各イベントとマーケティング
パートナーのために試合スケジュールに責任を
持っている。各トーナメントの勝者が互いと挑戦す
るファイナルツアーもまた国際連盟によって主催
される。
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湿地上フロアボールと砂上フロアボールは
人気のある試合形式であり、多くの国で行われて
いる。

砂上フロアボールのルール
砂上フロアボールは、ゴールが40×60cmの小ささ
ということを除いてストリートフロアボール と同じ
ルールである。各チーム3人のプレーヤー
がフィールドに入ることができ、リンクの大きさは20
×10mである。裸足でプレーし、砂が目に入ること
を避けるため保護用ゴーグルを着用することを勧
められている。緩い試合どはペナルティショットが
ない場合もあるが、ストリートフロアボール と同じよ
うにオフェンスにペナルティショットが与えられる場
合もある。試合時間は1ピリオド12分。

ストリートフロアボール ルール　　　　　　　　　
1.試合はゴールキーパーを除き3対3で行う
2.試合時間は1ビリ12分
3.リンクの中で行う、推奨されているフィールドの大
きさは10×20mだが状況に応じて変更する
4.小さいゴールを使う、推奨するゴールサイズは60
×40cm(横幅×高さ)
5.半径150cmの半円の形をしたゴールエリアがあ
る。
6.選手は体のどの部分でもゴールエリアに入って
はいけないがスティックが入ることは許される。
7.ゴールエリアの前にいるオフェンスはフリーヒット
を導く可能性があり、ディフェンダーはペナルティ
ショットを導く可能性がある。
8.ペナルティショットは中間地点からエンプティ
ネットに向かって行われる
9.ボールは完全にゴールラインを越さなければな
らない。
10.得点後、レフェリーのホイッスルが鳴った後相
手のフィールドサイドから再開する。再開する時に
ゴールに向かってまっすぐ打つことはできない。試
合はフェースオフで始まる。
11.ボールがフィールド外に出た場合、ボールを外
に出していないチームがヒットインをする。ピットイ
ンはボートかコーナーから1メートル離れたところか
らする
12.フリーヒットとヒットインはゴールに向かって打つ
ことができる。
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湿地上フロアボールのルール
湿地上フロアボールは自然の中の湿地の上で行
い、穴の空いていないプラスティックボールを使
う。試合のフィールドは25×15mで干し草の俵で
印をつける。ゴールは2m×4m、ボールは直径
12cm。その他のルールは、リンクの中で行う通常
のフロアボールと同じである。それにもかかわら
ず湿地上ではより身体の力が要求され、相手に
なるものは相手チームのプレーヤーと湿地であ
る。

新しい市場に入るために、IFFは、硬いコートの
フィールド上や芝生ではない場所、屋内が使え
ない場合でもフロアボールができるように、屋外
用のボールを作ることを試みているスウェーデン
の研究機関と開発プロセスを始めた。このことは
現在のスポーツの仕様を念頭に置いている。

コートのサイズ
人数、利用可能なスペース次第で目的に合わせ
てリンクのサイズを調整する。いつもフロアボール
のフルコートサイズで行う必要はない。人数が少
ない場合、コートを半分にし、3対3を代わりに行う
ことができる。

フィンランド、スウェーデン、スイスでは12歳までの
子供は小さいコートでプレーし、人数は3〜5人で
行う。この形式は、個人が最大限ボールに触れる
ことができる。時間とスペースを減らした時、選手
の試合感覚とテクニックはより良く発達する。選手
の身長に応じてジュニア選手は小さいゴールを使
う。このことは、より正確なショットによってシュート
する選手の技術を発達することができるだろう。
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リンクの有無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
ンクは、ライン内でボールを保つためにある。リンクを使うこと
で試合の継続が保証される。必ずしもリンクが必要ではな
く、リンクがなくても楽しむことができる。

トルコとインドのように自分でリンクを作ることができる。しか
し、リンクに使用する材料は安全で、鋭い縁がなく、リンクは
地面から離れていた方が良い。解決策はたくさんあり、リンク
を木材、合板、ゴム、竹、織物の服で作ることなどが挙げら
れる。例えばカリフォルニアでは、フロアボールはフロアボー
ルのリンクより高いインラインのリンクの中で行われる。

ゴール
コーンを置くか、線を引くことができるため、ゴールは必要で
はない。トルコのように、ゴールケージをプラスティック製の
管とネットを使用して作ることができる。

Pictures of making the goals 
in Turkey by Hank 
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3回目ではエリカ、アンナ、ジェニーはスティーブ、
ベン、アランと戦う。大きいゴールを使う時はゴー
ルキーパーが必要だが、たいていフロアボールポ
イントマスターはゴールキーパーなしで行う。

必要な用具は？
・全員分のスティック、シューズ、
・ボール
・ゼッケン
・時計(例:エッグウォッチ)
・表、ペン

どのようにプレーする？
・選手(6-16)の人数に従い表を選ぶ
・3-4分の試合で各試合(8-20)後にチームを変え
る
・個人ポイントを数える(勝ちは2ポイント、引き分け
は1ポイント)

最後ののグランドフィナーレでは最もポイントが多
い選手と最もポイントが少ない選手間で行う。グラ
ンドフィナーレは先に10点決めたチームが勝ちと
なる。

試合変更
フロアボールポイントマスター
始めに、選手の人数が多くない時、その試合のフ
ロアボールポイントマスターは全て同じチームにな
らないように、フロアボールを簡易に楽しむだろう。
ここで、チームメートを3分以内に代え、試合をとて
も面白いままにするため新しい選手を入れる必要
がある。
・最小で6人のプレーヤー
・屋外、屋内、どこでもプレーできる。

違った面白いフロアボールのプレーの仕方
・最後まで試合が盛り上がること
・常に選手を変えること
・異なった技術レベルの選手がお互いに妨げな い
こと

フロアボールポイントマスターをするとき、長い試合
では3〜4分で個人のポイントを集める。選手が3人
の時は3分、4人の時は4分。

勝ちは2ポイント、引き分けは1ポイント受け取る。試
合(4-20)後、各選手の個人ポイントを数える。

小さい又は大きいフィールド上で、小さい又は大き
いゴールを使いプレーすることができる。着順で表
を作りゼッケンの着用の有無で明確にする。これを
することで、チームが多様になる。例えば、以下の
例ではゼッケンを着ている選手が黄色になってい
るので、
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フロアボールイベントを組織すること

トーナメントまたはイベントを考え出した後、次の問
題を考える必要がある。
・目的を明確に述べる
◦なぜイベントを開催するのか？
◦誰のためにイベントを開催するのか？
◦どのようにイベントの責任、義務、権利を共有する
か？
◦財務的余剰の可能性はどのように使用されていま
るか？また、財務的損失の可能性に対する準備に
ついてはどうするか？
◦今後のイベントを作る目的か

・計画
◦計画されたイベントは、目的が現実的ではっきりと
定義できているか見積もるのに役立つ
◦計画は、目的を達成することができイベントが成功
することで意味を見つけることに役立つ
◦計画にどのようにイベントが進むべきかを述べるこ
と

・現実化
◦イベントのプロジェクトリーダーは計画通りに動くこ
ととスケジュールをとることに大きな責任を持つ。
◦プロジェクトワーカーの良い雰囲気を作ることも大
切である。
◦計画の中で大きな問題と小さい問題に気づくこと
は重要である。プロジェクトリーダーは大きな問題
に集中し、小さい問題は委任する。
◦プロジェクトワーカーは問い合わせ先の連絡担当
を知っている必要がある。
◦適任者に仕事をしてもらえるように、問い合わせ先
の異なったパンフレットをしっかり準備する。
◦教育チームがどのように行動するか

・意思決定
◦責任者はイベントの閉会に集中する必要があり、
前もってアンパッキングの計画をする必要がある。
◦フィードバックを集め、プロジェクトワーカーとパー
トナーに感謝する
◦将来のイベントのためのすべての情報を文書にす
ることが大切である。

また、イベントの促進のため試合とチームとクラブ
に関わり合いながらフロアボールを継続する方法
の情報が入ったいくつかリーフレットまたはパンフ
レットを用意することを覚えておいた方が良い。

情報源:トルコ
トルコの例
イスタンブールオープンの開設
トルコでは、フロアボールに関わる人が2007年の
イスタンブールオープントーナメントを開催すると
き、5人のメンバーと組織委員会で形成した。各組
織委員会のメンバーは、特定の任務に責任を
持っていた。施設とスポンサーを見つけるため、
彼らはイスタンブールに交渉をし、トーナメントの
開催地と救護スタッフを得た。また、その都市はメ
ダルとトロフィーのスポンサーをした。

組織委員会のメンバーはその他のスポンサーに
連絡を取った。そのことは前もってメンバーに知ら
れていた。スティックとボールのような必要な用具
はIFFが提供した。少ない宣伝予算のため、イベ
ントを促進する最も良い方法は、インターネットと
口頭であった。

トーナメントはプロ基準には匹敵しないが、選手、
ボランティア、組織者、観客によってイベントは成
功し、楽しいものとなった。
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審判の義務
・ルールについて正しい知識を持つこと
・会場で時間を正確に守ること
・用具(ゴールケージ、リンク、フロア)が規定のもので
あるかを確認すること
・交代ゾーンが正しくマークされているか確認するこ
と
・試合前に試合報告書を確認すること
・試合の書記にシューターとアシスタントを伝えること
・試合の書記を手伝うこと
・試合後に試合報告書に署名すること

良い審判になるために要求されることはある確か
な特性である。彼、彼女らは以下のようになる必
要がある。
・社交的
・対話的
・公平な
・積極的
・選手と試合のレベルに適応する

試合の指導

あなたがイベントで入門レッスンまたは試合を先導
する時、必要なものは用具と人々である。あなたは
審判をして、ただ選手が基本ルールに従いプレーし
ているかを見ることができる。公式試合は公式審判
だけでなく適切なオフィシャルが要求される。

審判
公式試合が行われる国際リーグをするために、公式

の審判が必要であ
る。IFF開発プロジェ
クトは審判の教育が
組み込まれている。ア
イスホッケー、フット
ボール、フットサル、
ハンドボールなど他
のスポーツの審判を
している適材を募るこ
とが良い。各試合に
審判は2人つくべきで
ある。
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オフィシャル　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　通常、試合のレベルに応じて試合を管理
するのに必要な、2〜5人の役員がいる。国際試合で
は、主催者は18歳以上の優秀な試合事務局を選ぶ
必要がある。試合事務局が試合事務局コース(仮に
あれば)に参加していれば、良いだろう。
国際試合でははじめにテーブルに最低３人、各ペ
ナルティベンチに１人必要であるが、はじめに試合
記録とタイマーは１人いれば十分である。

オフィシャルは少なくとも試合30分前に会場にいて、
試合プロトコルの準備を始め、タイマーが正しく動く
か確認するべきである。

オフィシャルの義務
・試合報告書の記入
・タイムキーパー
・ペナルティタイムキーパー
・審判のアシスト
雑務義務
・選手の名前、得点やペナルティなどのアナウンス
・休憩中に音楽を流すこと
・大きなイベントではショットとゴールキーパーの守っ
た回数を数えること

試合の事務テーブルに必要なもの:
・ボールペン
・定規
・紙
・ストップウォッチ
・予備の試合報告書
・ルールブック
・ホイッスル(ピリオド終了の合図がない場合)
・音楽を流す場合のCDプレーヤーとCD
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活動への資金提供の方法は資金という名目で
載っている。必ず地域社会、会社、公益財団に連
絡を取る。また選手から会費を集めることも考慮
する。この金額は例えば各トレーニングセッション
の名目の請求額である

ボランティア
新しいスポーツを始める時はじめに、最も重要な
事はボランティアがいる事である。関わるためのお
金がない時、人々に働く気を起こさせる唯一の事
は熱意と個人的な興味である。すでにフロアボー
ルが好きな人を見つける必要があるか、人々を参
加させるためフロアボールを好きにさせる必要が
ある。

ボランティアはレクリエーションナル団体の基礎で
ある。
そのため、可能な方法で彼らを大事にし賞与など
を与えるべきである。

なぜボランティアをするのか
・他人にサービスする
・コミュニティの必要性
・家族の関与
・人に会う必要
・働く経験
・実利
・名声

いくつかのスポーツ組織のリーダーシップは、動
機と要求を認識し、個人とプログラム両方に有益
になる状況にボランティアを配置しなければなら
ない。

募集
ボランティアの募集をする前に、どの場面でボラン
ティアが必要なのか決めなければならない。特定
の要求に合うボランティアを取り組ませる。ボラン
ティアの役割と責任が明確であれば、全ての組織
にとってとても助けになるものである。

ボランティアを見つける場所のいくつかのアイディ
ア
・このプログラムによって利益を得る個人。例:元選
手、参加者、コーチ
・体育教師、教師、学校経営者

フロアボール組織の設立　
　　
　　クラブの設立　
　
一定のクラブ数を要求している国の協会を設立す
るためにチームを作ることは重要である。教会や学
校などの既存の団体から採用された人々もまた、協
会となるための要件を満たしているかもしれないの
で、行政側ではそれ以上の手続きは必要ない。

しかし、もし新しいクラブを設立するとき、次のことを
しなければならない
・協会に登録するため国の法律を知ること
・名前を提案すること
・クラブの管理の中で少なくとも5人に関わること
・クラブの資金を管理する会計係と署名をする代表
者を選ぶこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　もし、すでに既存の登録した会また
は人々を委員会に付託し管理部分をカバーできて
いるならば、あなたは次のことをした方が良い
・クラブの目標を立てる
◦レクリエーショナル活動または競争的な活動
・クラブの構造計画
◦組織の機能
・職務の指名と責任を共有する
◦誰が何をするか決定する
◦共有責任はベストな責任である
・ 予算案
◦会費は必要か？
・練習スケジュールの計画
◦既存のチームの中で利用できる練習時間を分ける
・コーチ、キャプテン、その他のスタッフを選ぶ

施設と資金
施設を見つけることは前章ですでに話しているが、
教会、学校、コミュニティクラブは要求にあった利用
できる最良の施設を持っていることを強調するべき
である。
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・教職課程を受けている学生。例:大学の体育学生
・プログラム参加者の親または親族
・ビジネス専門家またはそれを引退した人
・観客として興味を持っていそうな市民
・軍人または公務員

報酬
あなたは様々な方法でボランティアを報いることがで
きる。第1に労働によって費用があってはならない。
反対に、ボランティアは仕事道具、無料の食事、仕
事を完成させるための知識を与えられるべきである。
ボランティアをやる気にさせると報いるもう一つのこと
は、定期的に与えられるべきである肯定的なフィード
バックと賞賛である。

加えて、クラブのスタッフに対して、資金を頼りにでき
ない時と例えばコーチの努力が補償される可能性が
ない時、少なくともはじめにボランティアを必要とする
だろう。そのため関わる人の採用と報酬はよく考える
べきである。

国のスポーツを拡大するためには、異なる地域にク
ラブを設立することが求められる。 自分の地域にクラ
ブを設立したらすぐに、他の地区にも参加してもらう
と良い。 関連を築くための強固な基盤を構築するた
めに、すべての地域で構成されるネットワークを構築
する。

協会の設立

協会の成長
・はじめに、プレーしたい何人かがいる
・彼らは別々のクラブをつくりお互いに戦う
・3〜5クラブある時、協会を設立し選手権を行う
・10クラブある時会費を集め始める
・15クラブでは、連盟は財政を見る必要がある
・20クラブ以上の時、専門的に働く人とより強い組
織が必要である

慣習や法律は国によって大きく異なる可能性があ
るため、普遍的に有効と思われる一般的な規則
や指示はない。 政府の要件は国によって異なる。
そのため、国の法律、手続き、習慣をよく理解して
おく必要がある。

組織のことと目標を文書にまとめ始める。活動方
針をまとめて書く。プランと組織の活動のビジョン
を明確にする。
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以下のコンセプトは組織の方向性を述べるために使われる

1.目標
・目標は組織がするべき事、誰のためにするのか、なぜするのかを説明してている。これは目的、ねら
い、決意ともいわれる。
・目的は、多くの場合、組織の規則や規制、法令の最初の段落にあります。
・目標はなぜ組織があるのか仕事は何かを述べる。
2.価値
・価値は組織の考えを述べる。価値はねらい(目的)に対する考えと組織のメンバーがどのようにその他
のことに反応するかを述べている。
・活動を通し、組織の中で価値の選択は明らかになるだろう。
・いくつかの価値の形は各組織にあり、より明らかなものかまたはより明らかなものではない。
3.ビジョン
・ビジョンは望む将来像である。それは組織の目標に基づき、価値により特徴付けられる。
・ビジョンは組織が達成したい事を表現している。どのように人々がそれらを未来で実現させるかを述
べている。
・ビジョンは脳と心両方にアピールする。
・夢がない組織は将来精神的に死があることが見えていない。
・ビジョンは何回も変える。目標指向と効率的な仕事を通して、夢は最終的に叶う。そしてその時に新し
いビジョンを設定する。
4活動範囲
・このレベルは、組織がそのビジョンとアイデアを達成するためにどのような分野でどのように努力して
いるかを示す。
・組織のビジョンは１つ以上活動させる必要がある。ビジョンを現実にするため価値が影響している目
標に基づいている。
5.ねらい、目的
・目的は活動範囲内で組織が達成したいことの結果をのべる。
・目的はするべき事を教えてくれて、それは活動の指導、利得効率、その状況の概要を得る事、安全
性、結果の評価にとって重要な事である。
・目的は、ビジョンに向かう道の道標として意思決定、活動、仕事を容易にする。
・考案された目的は初めはビジョン、そして価値、最後に活動範囲と関連するべきである。
6.計画
・計画はどうやって目的を達成するか、選ぶ道筋を説明する。
・計画はとるべき手段と活動を含む。
・計画を作るために組織は目的と手段、方法を考慮する必要がある。
7.活動計画
・活動計画は例えば活動を行う時、誰がすべきか、どこですべきか、どのようにすべきかを説明する。
・活動計画は詳しく、具体的にする。
・いつ、どこで、誰が、どのように、何を、の5つの疑問詞に答えて、活動計画をつくる。

組織は最も適したコンセプトを選ぶ必要があるが、同じ組織の全ての人が同じように理解することが大
切である。
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情報源:SFF
寄せ集めから世界フロアボール 選手権
大会へ
セルビアの例

人の考え、トレーニング、無形援助はスポーツを
発展させるためにとても重要だった。また、いくつ
かスティックとボールと使っていたゴールキーパー
の用具を送っていたスウェーデンに住んでいるセ
ルビア人のサポートも受けていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WFC
の準備と参加
2008年の間、協会はWFCと国際リーグに集中し
た。いくつかの全国テレビ放送と連絡を取り、ス
ポーツ紙の"スポルツキ・ジャルナル"と有名なス
ポーツウェブサイトのb92.net/sportで週間レポー
トをしていた。プロモーションイベントはいくつかの
アイスホッケーがある地区(北セルビア)によって開
催された。

その協会がIFFからWFCへの参加の承認を得た
後、分割された区分のCはブラチスバラにあり、ス
ロベニアのコーチであるバコニックが連絡してい
た。
スウェーデンからのヘッドコーチは自分たちの
チームに参加してくれるスウェーデンからの５人の
セルビア選手を見つけて欲しいと頼まれた。WFC
が始まる前の10日間にスウェーデン選手を含む
全ての選手がトレーニングのためベオグラードに
集まった。スウェーデン選手と過ごした時間はそ
れぞれのセルビア選手にとってとても良い重要な
経験であった。

スクールプロモーション
一般的な考えはいくつかの小学校の校長に連絡
を取り、学校でフロアボール を紹介してもらうよう
頼む事である。1番大きな問題は、子供達のため
の十分なスティックを探すことであるため、IFFはそ
の他の寄付を要求された。プロモーションの全費
用はイベントを純粋な熱意に基付きイベントを開
催する選手が負担した。

選手を成長させるために必要な事は、国際的なイ
ベントに参加する事でありそれが実現された。最
初の年、チームはセゲド(ハンガリー)で行われた
トーナメントに参加して、その後にセルビアのトー
ナメントでWFCに参加した。

セルビアのフロアボール の進歩の速さは、フロア
ボール にとても似ている様々なタイプのホッケー
(アイスホッケー、フィールドホッケー、インライン
ホッケー、ストリートホッケーと呼ばれる特別な形
のホッケー)の選手がいるという事実でもある。

フロアボール のファーストタッチ
2005年スロベニアのフロアボールコーチであるバミー
ル・バコニックはフロアボールに関わるアイスホッケー
とホッケーのフォーラムを通して新しいスポーツに挑
戦することに興味を持っている全ての人を招待した。
バコニックさんはセルビアで考えをさらに啓発させるた
め興味を十分に持っている人を見つけるのに1年か
かった。

初のフロアボール チームとプロモーション試合
2007年5月、スロベニアの選手とコーチのネーマーさ
んの協力でプロモーション試合がベオグラードで行わ
れた。あまり最近ではないが、フロアボール ファンの１
人であるミラン・ミハルジッチはフロアボールをすでに
した9人の友達を集め、彼らは初のフロアボール チー
ムをベオグラードと名付けた。IFFが40のエクセルス
ティックをセルビアに寄付し援助してチーム形成を可
能にした。そのことは、チームに参加したい新しい選
手にスティックを与える機会になった。

クラブの設立と国際協会
セルビアでクラブを登録するため、スポーツ省に申し
込まなければならない。手続きは複雑ではない。

初のクラブの形成を早くしたのは、セルビアのWFCに
参加するためには、フロアボールクラブのみで構成さ
れるフロアボール協会を持つ必要がある。これがない
と、おそらく物事が遅く進んだだろう。
最初の最も重要なサポートは、セルビアがIFFから受
け取ったスティックとボールと近隣のフロアボールをし
ている国からのサポートであり、スロベニアの友

42



国内競技統括団体との協力

スポーツを確立するために、フロアボールがスポー
ツとして認識され、国内のフロアボール協会はその
国でフロアボールが関わる唯一の国の組織であると
いう事を国のスポーツ当局から承認をしてもらう事が
とても大切である。

国のスポーツ当局から承認を得る過程は、例えば、
国家のスポーツ委員会または国内オリンピック委員
会など国によって変わる。いくつかの国では国家の
スポーツ委員会がなく、そして、入会申請書を競技
統括団体である国内オリンピック委員会に提出する
必要がある。

国家のスポーツ委員会と国内オリンピック委員会が
両方とも存在するそのほかの国では、たいてい始め
に国家のスポーツ委員会の承認を願い出て、国内
オリンピック委員会から承認を得ることはより難しく、
国際オリンピック委員会からの国際連盟の承認次第
で決まる。
今はIFFがIOCから仮承認を受けていて、それが国
の協会の一員のための新しいドアが開く事になる。

承認を得るための基準と国のスポーツ当局からのサ
ポートは、色々な要因次第であり、例えば公式選手
の人数、クラブ数、チーム数、行われているナショナ
ルリーグのレベル、青年活動の質、国の協会の規
模、国の協会の中での活動、活動計画、国の協会
の方策、トレーニングの質、組織内での審判教育、
ナショナルチームとクラブチームの国際イベントでの
成功がある。

オーストラリアフロアボール協会は1996年に設立し、
同年IFFに加入した。オーストラリア協会はハード
ワークを通し2008年オーストラリアスポーツ委員会
(ASC)から承認を得た。ここであなた達は、ASCの承
認を得た方法の過程の説明書を見ることができるだ
ろう。

国の競技統括団体の承認を得る方
法とそのような承認の利益
オーストラリアの例

オーストラリアフロアボール協会(AFA)は、オースト
ラリアでのフロアボールのための国の競技統括団
体としてASCからの承認を求めた。

ASCから承認を得る過程は、次のステップと行動
が必要である。
・ASCからの承認の基準を含む
・彼らが要求した最初に妥当な証拠を含んでいる
事を保証するための基準を満たしている証拠に
ついての多くの疑問をASCと議論する
・要求された主な情報は
◦監査済み鑑定の3年分
◦AFAの会員5000人分の証拠
◦指定された政策の証拠、行動規範、会員の保護
ポリシー、アンチドーピングポリシー、その他、(申
込書のコピー)の全てを覆うものを得る手続き
◦最低5つの州の協会がAFAに加入しているという
IOCとGAISFの一員であった国際連盟の一員で
あった事の証明(IFFがもっているIFFとGAISFと共
にAFAの会員である確認書)
◦フロアボール が国際的に行われていることと世
界選手権に参加し、その結果の証拠(IFFのウェブ
サイトで確認できる)
・乗り越える必要があった主な困難
◦何年もの間、会計担当者が交代して会計記録を
見逃したりするなど、監査済みの口座や会計記録
の一部の不備がありました。重複した領収書など
を入手し、監査して承認するために監査人と密接
に協力しました。
◦AFAは5000人の会員がいない。
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ASCと討論と会議を行い、フロアボール に参加す
る一定の人数の証拠を出さなければならなかっ
た。これは、フロアボール がどこで行われ、何人
で試合が行われているかというデータを集めるた
め、全ての州の協会、クラブ、個人、スポーツセン
ターと連絡を取りながら行われた。この情報は、
オーストラリアで定期的にフロアボール の試合を
行なっている5000人を超える人々に示すための
プレゼンテーションのスケジュールと照合された。

・タイムスケジュール
◦AFAはこの裏付けするデータを集める事と財務
会計の監査をさせる事に18ヶ月かかった。
◦一度全ての裏付けするデータを集めると、申込
書は裏付けデータで埋まり完成する。
◦AFAはASCと申込書を提出するためにキャンベラ
で会議を開いた。また、キャンベラでIFF開発セミ
ナーを開催した時に提出する申込書を作って、
IFFの副会長レナト・オーランドが申込書を提出す
るためこのASCとの会議に出席する事を許可し
た。これはASCに国際連盟から受けている高レベ
ルのサポートを見せるために計画的に行われた。
これはたしかに申込書のサポートの手助けになっ
た。

認識された組織になる利益:
・AFAがASCを通してオーストラリア連邦政府資金
に適任になる
・AFAがオーストラリアオリンピック委員会と活動の
一員になることを許可される
・充実した参照データ
・指導法と運営発展のための専門的なプログラム
・主流のスポーツコミュニティの中と特に教育シス
テムの中に受け入れられる

国際フロアボール連盟との協力

どのように国際連盟の一員になれるでしょう？そ
の国に適切な基盤組織があるとすぐにIFFの会員
に申し込む事ができる。IFFへの申込書は文字で
書く。その申込書に含むべき事は、
A)協会の本部の名前、アドレス
B)協会の委員の名前、アドレス
C)協会の規則と規定
D)財団の議事録(会議の議定書)
E)国内当局からの登録文書と国際スポーツ連合
からの承認(書類を埋められる場合)
新会員協会は、通常会員になる前に、まず暫定
会員として承認されるものとする。

44



IFFの協会の会員の権利と責任

仮会員は次の権利を与えられる:
・身分投票はできないが提唱する権利を
持って総会に参加できる
・国際チームと共にIFFが開催する大会と
世界選手権へ参加できる。要求を満たし
ていれば選手権に様々な国際チームと
参加できる。
・競技ルールに従いクラブチームに試合
とIFFが認めているトーナメントに参加する
ことを許可される
通常の会員は次の権利を与えられる:
・州から与えられる権限の中でIFFの活動
の経営参加。全公式会員はIFFの中で平
等な権利を持っている。
・投票身分で提唱する権利をもって総会
に参加できる
・公表された新しいルールが反対された
場合(30日以内で)、総会で3分の1の会員
が承認を主張することができる。
・国際チームと共にIFFが開催する大陸と
世界選手権へ参加できる。要求を満たし
ていれば選手権に様々な国際チームと
参加できる。
・競技ルールに従いクラブチームに試合
とIFFが認めているトーナメントに参加する
ことを許可される
協会の会員の責任は次のことを含む:
・ステータス、規則、決定、IFFのその他の
指導、その本体を知ることと、会員に必要
な情報を与えること。
・フロアボール全般、特にIFFの利益と地
位に有害となる可能性のある活動はすべ
て省略する。

・財務規則vの必要要件を満たすこと
・選手数に関する年次情報
・国で実施されるドーピングテストの量の毎年の情
報
・国際試合に出場する権利を申請する
・国際審判を指名する
・IFFイベントのファーストチームリストとファイナル
チームリストの送信
・転送、連盟の署名
・議定書に従うことと、監視
・国際試合の結果報告
・IFF総会と総裁会議に参加する
・招待と他の項目に期限内に応じる
・年会費のためのクラブと選手についての情報
・会員は活動の定期的な情報をIFFに提供するよ
う推奨される

2012年から始まったIFFライセンスシステ
ム
フロアボールの世界的な進化は、フロアボールが
最初に組織を構築することに集中し、その後は国
内チームに集中していた国々で、はるかに早く発
展し、広まったことを示している。 また、マーケティ
ングの観点からすると、本物のトップ製品、すなわ
ち販売が容易でスポーツの精神を表す大人の世
界フロアボール選手権大会を持つことが本当に
重要である。

とりわけ、スポーツの観点から、IFFメジャーイベン
トへの参加のためのライセンスシステムを導入す
ることは、より長い面でフロアボールの利益になる
ことが確立されました。
とりわけ、スポーツの観点から、IFFメジャーイベン
トへの参加のためのライセンスシステムを導入す
ることは、より長い面でフロアボールの利益になる
ことが確立されました。

1)IFFのイベントに参加するための基本的な条件
は、IFFの像、関係ある規則、試合ルール、その他
の与えられたガイドラインによって決定し、さらに
男女両方とまたジュニアの大会と協会の組織に関
する協会の発展におけるビジョン、ねらいを持つ
べきである。
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2)協会は適切な資格とWFC
のシーディングシステムを受
け入れるだろう。

3)WFCに登録できる前の少
なくとも12ヶ月間にIFFのメン
バーになる必要がある。

4)協会は登録と参加においてIFFとその他の協会
の会員に対して金銭的義務を負わないだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5)協会は試合ルールに従い適切な全国選手権を
組織しなければならず、コーチングコース、審判、
本部管理者のような適切な大会サービスを組織
する必要がある。それは、決定を下し、情報シート
を含む要求されたIFF情報を満たすことができる
IFFへの連絡担当者を任命する。

6)IFFの会員登録において、参加登録は協会の
公式署名されるべきである。

7)WFCへの参加者全員、資格および最終ラウンド
は、IFFマーケティング条件を尊重し、参加チーム
のユニフォームに関するIFFマーケティング権を認
めなければならない。

8)メジャーIFFイベントに登録するすべての国内協
会は、その登録とともに、上記の組織データが含
まれる情報フォームを提出する。 これはまた、IFF
のメンバーからの最近の開発数値を得ることにも
役立つ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ライセンスシステムの実施は2012年の男子世界フ
ロアボール選手権のためのものである。
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IFF開発プログラム

IFFは、組織と協会会員の活動をサポートするため
2006年に開発プログラムを開始した。どの会員協会
もセミナーの編成に申し込むことができる。

開発プログラムセミナーは3つの異なる分野で構成
されいて、1つは組織のため、1つは指導のため、1
つは審判のためのものである。全ての目的は協会
にこれらの分野の知識をさらに与えることと、協会が
各国で開発計画と管理をする援助をする事である。
そのセミナーは、理論的な講義、実用的なトレーニ
ングセッション、グループワーク、実地研修と観察で
構成される4日間のイベントである。

フロアボール開発プログラムセミナーの4日間のイベ
ントの構成組織は、国内競技連盟とIFFであり、教
材、講義、セミナーの基盤を供給している。セミナー
の参加は無料だが、交通費と宿泊費と食費は自費
である。

あなたの国でさらに発展させるために、IFFは教育
方法と組織を管理する方法のガイダンスをすること
で協会を強くする援助をしている。フロアボールの
成長を促進し高めるために、私たちはすべての利
用可能で必要な物資を認識し、使う必要がある。こ
れは私たちが協力し、世界で最高のゲームをプレイ
する権利のために戦うことによって一緒に行うことが
できる。

国際スポーツ連盟機構との関わり

国際オリンピック委員会-IOC
2008年IFFは、国際オリンピック委員会(IOC)の取
締役会が国際フロアボール連盟(IFF)を仮のIOC
の承認を与える決定をしたことにより大きな一歩を
踏んだ。
IOCの承認は、国際スポーツ界でIFFへの新たな
扉を開き、スポーツ界への参入が以前には困難
であった多くの国でフロアボールへの新たな扉を
開いている。全国フロアボール協会は現在、全国
オリンピックの承認を受け、より多くの資金と支援
を受けている全国トップクラスのスポーツの一つと
して認識される可能性がある。

IFFの将来の目的は、フロアボールが国際学生ス
ポーツ大会と世界大会またはオリンピック試合の
プログラムに組み込まれることである。
"しかし、これは長い旅の始まりに過ぎず、IOCが
規定するすべての基準を満たすこととオリンピック
ゲームズのスポーツと同等の質と量の成果を持つ
ことを目指して私たちのスポーツの発展を援助す
るだろう。"
とIFF会長トーマス・エリクソン氏は述べた。　
　　
　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国際連盟スポーツ機構(GAISF)
IFFは2000年にGAISFの仮会員となり、20周年の
2004年5月に正式会員となった。

国際大学スポーツ連盟(FISU)
第1回世界学生フロアボール 選手権大会(WUC)
は、2002年に行われ、女性チームが2008年に初
参加した。2006年の選手権の中、IFFはFISUと
の、大学スポーツにおけるIFFとFISUの継続的な
協力とWUCの継続の保証に関する共同契約にサ
インした。
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国際学校スポーツ連盟(ISF)
初の世界学生フロアボール 選手権は2007年5月
にチェコ共和国のブルノで行われ、その選手権
は、毎年少年少女のために開催されている。

世界アンチドーピング機構(WADA)
IFFの総会が2013年12月8日にチェコ共和国のプ
ラバで行われ、世界アンチドーピング規定を受け入
れた。IIFFアンチドーピング規則は、本規範に基づ
くIFFの責任に準拠して採用および実施されてお
り、フロアボールスポーツにおけるドーピングを根
絶するためのIFFの継続的な努力を促進している。
IFFアンチドーピング規則は、参加者の加盟、認
定、またはIFFへの参加により、IFF、各IFFの各連
盟、および各連盟の活動に適応する。
詳細はwww. floorball.org に基づくアンチドーピン
グの記事にある。

スペシャルオリンピックス-SO
フロアボールは、2008年スペシャルオリンピックの
承認競技になった。適応したフロアボールルール
はIFFの試合ルールに基づいているが、4対4(3+
ゴールキーパー)は小さいフィールド(20m×12m)上
で、6対6(5+1)は大きなフィールドで行われる。
スペシャルオリンピックスでは個人スキルコンテスト
もプログラムと試合に参加することができない選手
に適応したテクニカルテストを含んでいる。
スペシャルオリンピックスルールはwww.specialol- 
ympics.org で見ることができる。

国際電動車いすホッケー委員会-ICEWH
IFFはICEWHと協力している。ICEWHは、国際委
員会が設立した時、2002年国際スポーツ協議会
を開催した。ICEWHは、法的機関の国際車いす・
切断者競技連盟(IWAS)の下で2005年から活動し
ている。IWASは、パラオリンピック委員会の下で、
いくつかの車椅子スポーツの運営団体となってい
る。

電動車いすホッケー(EWH)選手権は、公式のフロ
アボールスティックとボールを使い、2004年第1回
目の世界選手権大会が行われた。
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